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巧で 
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インテグレートステレオアンプ 

TA ■ 巧 01 


取巧説明書 

お買い上げしがだきありがとうございまず。 


電気製品はま全のための注意ま頂を守らないと、 
火災や人身事故になることびありまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り 
掘いかたをおしています。 この取扱説明書と別冊の r 安全のために J 
をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 


A 警告 


◎ 2007 Sonv Corporation 









































この取扱説明書について 


この取扱説明書では、主に付属のリモコンで 
の操作のしかたを説明しています。 

U モコンと同じ名前の本体のボタンは、同じ 
働さをします。 


本機はドルビー*デジタルデコーダーおよび 
MPEG-2AAC (LC) デ〕ーダー、 DTS** デコー 
夕’一を搭載しています。 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを 
製造されています。 

Dolby、 ドルビー、 AACnj 及びダブル D 記 
号はドルビーラボラト U —ズの商標でず。 

** DTS, Inc. からの実施権に基づを製造されてい 
ます。 

DTS および DTS2 .日は DTS, Inc. の商標でず。 
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スピーカーを 接続ずる . 

アナ□グ音声出力端テのある機器を接続ずる 
デジタル音声出力端テのある機器を接続ずる 
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本体前® . 

本体後® . 

リモコン . 

ミ凡申 

巧疋 

自動で スピーカーを 設定ずる 
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接続 


付属品を確認する 

: 欠の付属品びそろっていることを確認して< 
ださい。 

-取扱説明書（本書） （1) 

• キヤ U ブレーシヨンマイク□フオン： 

ECM - AC 1(1) 

. 電源コード （1) 

• リモートコマンダー： RM - AAU 012 (1) 

• ソニーサービス窓□-ご相談窓□のご案内 

( 1 ) 

• ま全のために （1) 

• 保証書 （1) 

政上の付属品びそろっていないとさは、お買 
し、上げ店、または ソニー サービス窓□にご連 
絡 < ださい。 

付属の電源コードについて 

付属の電源コードは本機専用でず。他の電気 
機器では使用できません。 

本機には、オーディオ接続コード、デジタル 
接続コード、スピーカーコードは付属してし、 
ません。別途、お買い巧め<ださい。 

接続時のご注意 

• 電源を必ず切ってか5接続してください。 

• ずべての接続び完了するまで、電源コード 
は接続しないでください。 

• プラグはしっかりと差し込んでください。 
不完全な接続は雑音の原因となります。 
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スピーカーを接続する 


スピーカーのスピーカー 端子と本機の 
SPEAKERS 端テを接続します。 

別売0のスピーカーコードを使います。 

スピーカーコード（別売り） 






スピーカー接続時のご注意 

左スピーカーは SPEAKERS L 端子に、ちス 
ピーカーは SPEAKERS R 端子に接続しま 
す。 

スピーカーコードはスピーカー端 テの極性に 
合わせて+ は+同 ±、 一は一同 ±で接続しま 
す。スピーカーコードは 線や マークの ある側 
を+とミ央めておくと、極性を間違えることが 
ありません。 
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アナログ音声出力端子のある機器を接続する 

スーノ くーオーディオ CD プレーヤーや CD プ 
レーヤーなどのアナ□グライン出力端子と接 
続します。 

別売0のオーディオ接続コードを使います。 

接続コードの白いプラグは L 端子へ、ホいプ 
ラグは R 端子へ接続します。 


オーディオ接続コード（別売り） 


白 （ L ) 
ホ （ R ) 



ごま意 

お手持ちのレコードプレーヤーにアース線び付いて 
いるときは、八ム音を防ぐために、アース線を本機 
の/^ SIGNAL GND 端子につないでください。 
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デジタル音声出力端子のある機器を接続する 


COAXIAL 端子に接続ずる OPTICAL 端子に接続する 


同軸デジタル出力端子のある機器と接続しま 
す 。 COAXIAL 端子は DIGITAL 1 -DIGITAL 
3の3系統びあ0ます。 

別売りの同軸デジタル接続コードを使います。 

同軸デジタル接続コード（別売り） 

<= 013 = 


光デジタル出力端子のある機器と接続しま 
す。 

別売りの光デジタル接続コードを使います。 
OPT に AL 端テ ( D に ITAL 4端テ)を使うとき 
は、光デジタル接続コードのプラグをカチッ 
と音がするまでまっすぐに差し込みます。 

巧デジタル接続コード（別売り） 




1 


ごま意 

• DIGITAL 4 OUT 端子には、入力で DIGITAL 1 
〜3を選んでいるとをに、信号び出力されまず。 
DIGITAL 4またはアナ□グ入力を選んだときは、 
信号は出力されません。 

• DIGITAL COAXIAL OUT 端子からは CD プレー 
ヤーの音声のみ出力されます。スーパーオーディ 
才 CD プレーヤーの音声は出力されません。 


ちよつと一吕 

本機の DIGITAL 宣声入力端子はすべて、32 kHz 、 
44.1 kHz 、 48 kHz のサンプ U ング周波数に対応し 
ています。 

















































































電源コ_ドを接続 
ずる 

付属の電源コードを本機後面の AC IN 
(100 V ) 端子につなぎ、電源コードのプラグ 
を壁のコンセントにつなざます。 


AC1N 端子 



電源コード（付属） 


本機後面に電源コードを契まで差し込んで 
わ、プラグと本機後面の間に数の隙間び 
でさますび、これで正し<つなびれていま 
す。 

電源コードについて 



付属の電源コードには、上の図のよラに N 極 
側に A マークが あ0ます。これはよ0よい音 
質にするために、壁のコンセントの差し込み 
□との極性を合わせるためです。壁のコンセ 
ントの差し込み口に長短びある場合は、長し'^ 
巧び N 極側です。長短びない場合は、極性び 
わかる市販の検電ドライバーで調べます。 


■ J モコンを準備す 
る 

リモコンを使ラ前に 

リモコンには、出荷時に U チウムボタン電池 
( CR 2025) "固び巧蔵されています。 
お使いになる前に、下図のよラにして絶縁 
シートを U モコンか5引さ抜いてください。 



ボタン電池を交換するとさには下の手順に 
従ってください。 

1 ボタン電池ケースを①の矢印 
の方向にツメを巧しながら、 
@の矢印の方向にリモコンか 
5引さ出し、ボタン電池をは 
ずず。 
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2 新しい電池を + の刻印のある 
面を上にしてケースに入れ 
る 0 

リチウムボタン 電池 CR 2025 



3ケースを U モコンにはめ込 
む。 



液もれを防ぐために 

長い間 U モコンを使わないとさは、電池を取 
り出して < ださい。 

リチウムボタン電池についてのごま意 

• 子巧の手の届かないところに置いて<ださい。万 
一電池を飲み込んだ場台には、直ちに医師と相談 
してください。 

• 接触不良を防ぐため、使用する前に電池ケースの 
中と電池を乾いた巧でよ < 拭いて < ださい。 

• +と一の向さを正しく入れてください。 

• 金属製のピンセットなどで電池をつかまないで< 
ださい。ショートするおそれびあ0ます。 

ごま意 

U モコンを使ラとをは、 U モコン受光部回に直射 
曰光や照明器具などの強い光び当たらないよラにご 
注意<ださい。 U モコンで操作でをないことびあり 
ます。 


ちよつと一己 

U モコンを本体に近づけないと操作しづら<なった 
ら、新しいボタン電池に交換してください。 


警告 

ボタン電池の使いかたを誤ると、破裂のおそれび 
おじます。 

充電や分解をしないでください。また、捨てると 
をは燃えないとして処理してください。電池 
を交換するとをは、お、ず同じ種類の U チウムボタ 
ン電池 ( CR 2025) を使用してください。 
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る部のち前と基本操作 


本体前面 



名称 

働を 

圧 ] POWER 

本機（アンプ）の電源 
を入/切します。 

回 U モコン受光部 

U モコンからの信号を 
受信します。 

回 TONE 

BASS つまみ/ 
TREBLE つまみ 

スピーカー か5出力さ 
れる高音域 
(TREBLE ) と、低音 
域 （ BASS ) を調節し 
ます。レベルは一10 
d 目か5 + 10 d 巨まで 
調節でさます。 

团表示窓 

機器の状態や設定な 
ど、さまざまな情報を 
表术します。 


名称 

働を 

固 INPUT 
SELECTOR 
つまみ 

再生する入カソースを 
選びます。 

固 VOLUME 
つまみ 

スピーカーの音量を調 
節します。音量は一〇〇 
d 目か5 + 23 dB まで 
調節でをます。 

团 MUTING 

音を一時的に消したい 
とさに巧します。 

团 PHONES 端子 

へッドホンをつなぎま 
す。 
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本体後面 



丘]音声入出力部 


© © 

音声入出カスーパーオーディオ 
端子 CD プレーヤー、力 

セットデッキ、 MD/ 
DAT デッキなどをつ 
なぎます （6 ページ)。 

回 AUTO CAL M に端モ 


自動音場補正機能で 

◎ 

使用するマイクをつ 


なぎます （13 ペー 


ジ)。 


回デジタル入出力部 


◎ 

^ fk 化' 

書'卜邮 hh 

^品与脂 

81-^5 

DVD プレーヤー、 
スーパーオーディオ 
CD/CD プレーヤーな 
どをつなざます。 
COAXIAL のほラび 
より高音質です （7 
ぺージ)。 

□ 

OPT に AL 
(光）デジ 
タル音声入 
出力端子 

团 スピーカー出力部 

- + 


スピーカーをつなざ 
ます（日ページ)。 

固 SIGNAL GND 端子 

⑥ 


レコードプレーヤー 
にアース線び付いて 


いるときは、 A ム音 
を防ぐために、ァー 
ス線をつなぞます （6 
ページ）。 



□)if 

留 

か 

m 

fV 

咖 

猫 

な 
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u モコン 

RM - AAU 012 



名称 

働き 

田 DISPLAY 
ON/OFF 

表示窓の表示を入/切し 
ます。 

回入力切り換え 
用のボタン 

再生する入カソースを選 
びます。 

回 VOLUME 
+/- 

スピーカーの音量を調節 
します。音量は一 W d 巨 
から+ 23 d 巨まで調節で 
をます。 

团 BALANCE 
L/R 

左ちのスピーカーのバラ 
ンスを調整します。左ち 
それぞれ Od 巨から+ 20 
d 巨まで調整できます。 
初期値は0 d 巨（セン 
ター）です。 


名称 

働さ 

固 ソ ニー製 CD 
プ レーヤーの 
操作ボタン 

ソニー製 CD プレーヤー 
をお持ちの場合のみ、本 
機のリモコンで CD プ 
レーヤーを操作でさま 
す。 

0再生 

II一時停■止 
■ 停止 

M 頭出し 
ィィ/ ►► 早戻し/早送り 

固 MUTING 

音を一時的に消したいと 
さに巧します。 

团 MENU 

本機のメニューを表おし 
ます （16 ページ)。 

圓 */*/*/* 

© 

MENU (团）を押した 
あと、 ♦/*/♦/ ■►を押して 
設定を選び、任)を押して 
決定します （16 ペー 
ジ)。 

图 LOUDNESS 

ON のとさは、スピー 
カーから出力される低音 
域 （BASS) と高音域 
(TREBLE ) が音量 
(VOLUME 値）に合わ 
せて自動で最適値に設定 
されます。 

OFF のとさは、 ON にす 
る前の状態に戻ります。 
初期値は OFF です。 

画 BASS / 
TREBLE 
+/- 

スピーカーか5出力され 
る高音域 （TREBI_E) 

と、低音域 （BASS) を 
調節します。レベルは 
-10 d 巨から+10 d 巨ま 
で調節でをます。 


ごま意 

• 本機に付属のリモコンの CD プレーヤー用 U モコ 
ン-コマンドモードは CD1 固定です。 

CD プレーヤー側の設定を CD1 にして < ださい。 
それし^(がの場合は操作でさません。 

• LOUDNESS び ON のとき、手動で BASS/ 
TREBLE の値を変更でをます。手動で変更する 
と、 LOUDNESS は、 ON から OFF に自動で切り 
替わります。 
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設定 


自動で スピーカー 
を設定する(自動音 
場補正機能） 

自動音場補正機能はし:^下の項目を測定しま 
す。 

• スピーカーの有無 
• スピーカーの 距離 
• スピーカーの角度 
• スピーカーのレベル 
• 周波数特性 

スピーカーレベルの測定結果は、測定結果を 
保をしたあと、目 ALANCEL/R (12 ぺージ) 
を押すと確認でをます。その他のデータは、 
表示上では確認でさませんび、自動で最適に 
設定されます。 


r 測定の準備をずる 


スピーカーを設置、接続してか5、測定して 

ください（日ページ)。 

測定の前に、 UTF についてごを意ください。 

• AUTO CALM に端テは付属の測定用マイ 
ク専用です。他のマイクはつなびないでく 
ださい。本機やマイクの故障の原因になり 
ます。 

• 測定中は大さな測定音が出ます。音量は調 
整でさません。お子様や隣近所への配慮を 
お願いします。 

• 測定音がの音が入5ないよラに、静かな 
環境で測定してください。 

• スピーカーとマイクの間に障害物びあると 
正しく測定でさません。測定開始前に測定 
ェ U ア（機器の設置エリア）のが側に出て 
くださし、。 


• MUTING び働いているとをは、解除してくださ 
い。 

• 測定用マイクを中むにスピーカ （L) とスピー 
カー （R) の設置角度び狭い場合には、スピーカ 
の左ち判定は行われません。 



1 測定用のマイク（付属）を本 

機後面の AUTO CAL MIC 端 

子につなぐ。 

2マイクを設置ずる。 

マイクは実際に視聴する位置に設置し 
ます。ちと同じ高さになるように、台 
や=脚を使って固定してください。マ 
イクの L をフ□ントスピーカー L に、マ 
イクの R をフ□ントスピーカー R に合 
わせてください。 


ごま意 

• 自動音攝測定機能は、へッドホンをつないでいる 
とさは働をません。 


13 



























測定ずる 


1本機の電源を入れる。 

2 MENU を押ず。 

3 ♦を巧して、 「<2 -Auto 
Calibration 〉」 を表示し、 
©を押ず。 


4 ♦を押して 、 rCAL TYPEJ 
を表ちし、©を押ず。 


5 ♦/ ♦を押して、測定タイプを 
選び、©を巧ず。 

測定タイプ 

説明 

ENGINEER 

ソニー基準のリスニング 
ルームの周波数特||ホにし 
ます。 

FULL FLAT 

各スピーカーの周波数特 
性を平らにします。 




6 ♦を押して 、 「AUTOCAL 
START ?」 を表示し、©を 
巧してミ夫定ずる。 


5秒をに測定を開始します。5秒から1 
秒までカウントダウンび表示されます。 

この間に測定エリア（機器の設置エリ 
ア）のが側に出てください。 

7 測定が始まる。 

測定時間は約10砂です。測定び終了す 
るまでお待ちください。 


測定を中止ずるには 

ボリューム操作、入カソースの切り撰え、 
MUTING を押す、へッドホンの接続で中止 
されます。 


測定結果を確認/保巧ずる 


1測定結果を確認ずる。 

測定び終わると終了音が鳴0、測定結 
栗が表示されます。 


測定結果 

表示 

説明 

正常に測 

COMPLETE 

手順2へ進ん 

定び終了 


で < ださい。 

したとを 



正常に測 

ERROR 

UTF の「ェ 

定でさな 

CODE XX 

ラーび出たと 

かったと 


をは」をご覧 

さ 


<ださい。 


2 ♦/ ♦をくり返し巧して、頂目 
を選び、©を押して決定ず 
る。 


項目 

説明 

RETRY 

再測定しまず。 

SAVE EXIT 

測定した設定を保存し、終 
了します。 

WRN 

CHECK 

測定結果の注意事項を表示 
します。 rrwRN 

CHECK」 を選んだとさ 
は」 （15 ページ） をご覧く 
ださし、。 

EXIT 

測定した設定を保存しない 
で終了します。 


ちょっと一言 

ダイポールスピーカーなどの特殊なスピー 
カーをつないでいる場合は、正しく測定でさ 
ないことびあ D ます。 
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エラーが 出たとさは 

エラー原因の対策をして、再測定してくださ 
い。 


エラーの 

種類 

原因と巧策 

CODE 32 

どのチヤンネルからを音び検出され 
ませんでした。測定用のマイクび正 
し < 接続されていることを確認し、 

再測定してください。接続されてい 
る場合は測定用マイクび断線してい 
ることが考えられまず。 

CODE 33 

スピーカーび 接続されていません。 

CODE 34 

スピーカーび 正しい位置に設置され 
ていません。左ちび逆になっている 
などび考えられます。 スピーカーの 
位置を確認して < ださい。 

• CODE 32、33、34 

1 各エラー原因の対策をずる。 

2 ©を巧ず。 

「RETRY?」 と表示されます。 

3 ♦/ ♦を巧して 「 YES 」 を遇び、©を巧 
ず。 

「測定する」の手順7か5測定び再開さ 
れます。 

rWRN CHECK 」 を選んだときは 

測定結果にミち意事項びあつた場合、詳しい情 
報を表示します。 

©を押し、 r 測定結果を確認/保巧 
ずる」の手順 1 に戻る。 

WARNING 

の種類 

説明 

WARNING 

40 

測定は完了しましたび、騒音のレ 
ベルび高いです。 

再測定を行うと測定でさる場合ち 
ありますび、すべての環境で測定 
びでさるとは限りません。でさる 
だけ、周囲の騒音び少ない状態で 
測定して < ださい。 

WARNING 
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測定用マイクからの入力が過大で 
す。 

これし U 上大さな音で測定でさませ 
ん。周囲の騒音びルさくなってか 
ら再測定してください。 


WARNING 

の種類 

説明 

WARNING 
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アンプのボ U ュームび過大でず。 
これ^^(上大をな音で測定でをませ 
ん。周囲の騒音びルさくなってか 
ら再測定して < ださい。 

N0 

WARNING 

WARNING 情報はありません。 



自動音場補正機能 （ A 山0 

Calibration ) の設定項目 


お買い上げ時は、下線の項目に設定されてい 
ます。 

■ AUTO CAL START? 

自動音場補正の測定を開始します。 

• MEASUREMENT COUNTDOWN 
測定前5砂から1砂までカウントダウン表 
示されます。 

• MEASURING TONE 
TONE 測定中です。 

• MEASURING T.S.P. 

TSP 4 測定中です。 

• COMPLETE 

測定び正常に終了したとさに表示されま 
す。 

各項目について詳しくは、 r 測定結果を確 
認/保をする」 （14 ページ）をご覧くださ 
い。 

• WARNING CODE [ :4— 

測定結果にミち意事項があった場合、詳しい 
情報び表示されます。 

各項目について詳しくは、 r 測定結果を確 
認/保をする」 （14 ページ）をご覧くださ 
い。 

• N0 WARNING 

WARNING 情報がなかった場合に表示さ 
れます。 

• ERROR CODE [ :3— 

測定び正常に終了しなかった場合に表示さ 
れます。各項目について詳しくは、「測定 
結果を確認/保をする」 （14 ページ）をご覧 
<ださい。 


















• RETRY? 

測定の結果エラーだった場合、再測定する 
か、再測定せずに終了するかを確認しま 
す。 

• CANCEL 

測定を中断した場をに表示されます。 

* TSP (Time Stretched Pulse) 信号 

TSP 信号は、短い時間の中に低域から高域まで 
の広い帯域にわたって、高密度にエネルギーび 
詰められた測定信号です。 

一般的な室内環境で測定精度を確保ずるために 
は、測定信号のエネルギー量び重要であ0、 
TSP を使ラことで、効果的に測定を行ラことび 
でをます。 

■ CAL TYPE 

(測定タイプ） 

■ ENGINEER 

ソニー 基準の U スニングルームの周波数特 
'性にします。 

• FULL FLAT 

各スピーカーの周波数特性を平5にしま 
す。 

■ EQ CURVE EFFECT 

(測定した EQ カーブの有効、無効） 

■ OFF 

測定した EQ カーブを無効にします。 

•ON 

測をした EQ カーブを有効にします。測定 
終了後に自動的に ON に設定されます。 

ごま意 

自動音場補正の測定結果を一度を保存していないと 
き（工場出荷時）は、 EQ CURVE EFFECT の項 
目は選択でさません。 


アンプの設定をず 
る 

System Settings メニューを使って、本機 
のさまざまな設定びでをます。 

1 MENU を押ず。 

2 ♦を}甲して、 「 <1-System 
Settings 〉」 を表示し、@を 
押ず。 

3 ♦/ ♦をくり返し巧して、設定 

したい項目を選ぶ。 

4 ©を押ず。 

5 ♦/ ♦をくり 返し押して、パラ 
メーターを選ぶ。 

6 © を押して、決定ずる。 

7その他の頂目を設定ずるとさ 
は、手順 3 〜 6 をくり返ず。 

-つ上の階層に戻るには 

♦を押します。 

メニューを巧けるには 

MENU を押します。 

ごま意 

表示窓の設定項目び暗く表おされているちのは、選 
んだ設定項目び機能しない、あるいは変更でさない 
ことを意味します。 
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System Settings メニュ ー 

の設定項目 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されてい 
ます。 

■ DEC. PRIORITY 

(デジタル音声入カデコードプライオリ 
ティ） 

DIGITAL IN 端テに入力されるデジタル音声 
の入カモードを設定でをます。 

• AUTQ 

ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 
AAC 、 PCM の音声入力を自動的に切〇換 
スます。 

• PCM 

PCM 信号を優先して赃理します（頭切れ 
を防ざます)。 「 AUTO 」 に設定して CD な 
どのデジタル音声を入力したとさに、再生 
を始めると音が途切れる場をは rPCM 」 
にしてください。 

■ DUAL MONO 
(二重 音青モード） 

MPEG -2 AAC やドルビーデジタルなどの二 
重音亩を聞くとを、再生モードを設定しま 
す。 

• MAIN/SUB 

左スピー カ ーからを音声、ちスピー カ ーか 
ら副音声を同時に再生します。 

• MAIN 

主音亩のみを再生します。 

• SUB 

副音靑のみを再生します。 

• MAIN+SU 臣 

主音亩と副音声び合成された音靑を再生し 
ます。 

■ D.RANGECOMP. 

(ダイナミックレンジの圧縮） 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭 
くします。 

深夜にル音量で映画を見たいとさなどに便利 
です。ドルビーデジタルの音声にのみ働さま 
す。 


■ QEE 

ダイナブックレンジの圧縮は行われませ 
Aj 。 

• STD 

レコーディングエンジこアび意図するダイ 
ナミックレンジでヴウンドトラックを再現 
します。 

• MAX 

ダイナミックレンジを極端に狭くします。 

ちょっと一言 

「D.RANGECOMP」 では、ダイナミックレンジ 
をドルビーデジタルに記録されているダイナ S ック 
レンジ情報に基づいて圧綱しまず。 「STD」 び本来 
の圧縮値ですび、巧えめに感じるときは、 「MAX」 
をおすすめします。これは極端にダイナ S ックレン 
ジを圧縮しますので、深夜のビデオ鑑賞などに便利 
です。アナ□グの US ッターとは異なり、機器側び 
圧縮ポイントをあらかじめ予測しているため、自然 
な圧縮になります。 

■ DC PHASE L. 

((DC PHASE Linearizer ) ほ域の位相 
補正） 

低域の位相特性を伝統的なアナ□グアンプの 
特性におづけます。 

■ OFF 

位相補正を行いません。 

• LOW - A 、 STD - A 、 HIGH - A 、 LOW - 目、 
STD - B 、 HIGH-B 

「 LOW 」、 rSTD 」、「 H に H 」 の順に補正び 
行われる帯域が広びります。 r -目」のつく 
目特性は、より低音感び豊かな位相特性を 
与えます。 
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設定をお買い上げ 
時のが態に戻ず 


1,2 2,3 



1 POWER を押して、本機の電 
源を切る。 

2 MUTING を押したまま、 
POWER を押して、本機の電 
源を入れる。 

表示窓に 「 MEMOR 丫 CLEARING ...」 
と表示された後 、 「MEMORY 
CLEARED !」 と表示されます。 
System Settings、Auto Calibration 
の各メニューで設定した内容びお買い 
上げ時の状態に戻0ます。 

3 MUTING を離ず。 
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その他 


ほ用上のごを意 

設置場所について 

電源プラグは容易に手が届く場所にあるコン 

セントに接続してください。次のよラな場所 

には置かないで < ださい。 

• ぐ5ついた台の上や不安定な場所。 

• じゅラたんや巧団の上。 

• 湿気の多い所、風通しの悪い所。 

• 水滴のかかる場所。 

• ほこ0の多い所。 

• 密閉された所。 

• 直射曰光び当たる所、湿度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

• テレビやビデオデッキ、カセットデッキか 
らおい所。（テレビやビデオデッキ、力 
セットデッキといっしよに使用するとき、 
近くに置くと、雑音が入ったり、映像び乱 
れた〇することがあります。特に室内アン 
テナのとをに起こ0やすいので屋外アンテ 
ナの使用をおすすめします。） 


ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみに 
なるときは、隣お所に迷惑び 
かからないような龍でお聞 
きください。特に、夜はルさ Ui 
めな音でわ周囲にはよく通る 
ちのです。 

窓を閉めたり、ヘッドホンを 
ご使用になるなどお互いにむ 
を配り、快い生活環境を守0 
ましよラ。このマークは音の 
ェチケットのシンボルマーク 
です。 


本体のお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面の汚れは、中性洗剤 
をかし含ませた柔5かい巧でふいてくださ 
し、。シンナー やベンジン、 アルコール などは 
表面を傷めますので使わないでください。 


使用中の本体の温度上昇について 

使用中、本体の温度がかなり上昇しますが、 
故障ではあ0ません。 

特に、大音量で鳴5し続けると、本体キャビ 
ネットの天板や側板、底板はかなり熱くなり 
ます。このよラなとさは、キャビネットに触 
れないよラにして<ださい。乂傷などのけび 
の原因にな0ます。 

また、密閉した場所に置いて使用しないでく 
ださい。温度上昇を防ぐため、風通しのよい 
所でお使いください。 






故障かな？と思った 6 

修理に出す前に、ちラー度点検してください。 

それでわ正常に動作しないとさは、ソこ一の相談窓口（裏表紙）へお問い合わせください。 


音声 


症状 


原因と対応のしかた 


どの音源を選んでわ音が出な 
い、ほとんど聞こえない 


4スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認す 
る。 

4スピーカーコードが正しく接続されているか確認する。 

4本機と選んだ機器の電源び入っているか確認する。 

4 VOLUME のレベルが- Qod 巨になっていないか確認する。 

4 MUTING を押して、消音機能を解除する。 

4入力切0換え用のボタン（または本体の INPUT 

SELECTOR つまみ）で正しい入力び選ばれているか確認す 
る。 

4へッドホンがつながれていないか確認する。 

4イ呆護回路び働いている。本機の電源を切0、スピーカーの接 
続にショートびないか確認して、ちラ1度電源を入れる。 


選んだ機器から音が出ない 4選んだ機器の音声入力端子に正しく接続されているか確認す 

4接続コードび本機や選んだ機器に正しく接続されているか確 
認する。 


片方のスピーカーから音び出4ヘッドホンを PHONES 端子につなぎ、ヘッドホンか5音び 
ない 聞こえるか確認する。ヘッドホンの片方のチャンネルしか聞 

こえない場合は、選んだ機器と本機び正しく接続されていま 
せん。正しく接続されているか確認して<ださい。両方の 
チャンネルが聞こえる場合は、スピーカーび正し<接続され 
ていません。正しく接続されているか確認してください。 

4モノラル機器を接続しているときは、 L / R の片方の端子のみ 
に接続していないか確認する。この場合は、モノラルーステ 
レオ変換ケーブル（別売り）を使って L / R 両方の端子に接続 
して < ださい。 


左ちの音のバランスび悪い、 4スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認す 
または逆転している る。 

4 U モコンの目 ALANCE を押してバランスパラーターを調 
節する。 


八ム音またはノイズびひどい4スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認す 

る。 

4接続コードびトランスやモーターから離れているか、テレビ 
や壁光打からはかなくとち3 m 離れているか確認する。 

4テレビをイ也のオーディオ機器か5離して設置する。 

4 ^7 SIGNAL GND び正しく接続されているか確認する（レ 
コードプレーヤーを接続している場合のみ)。 

4プラグや端子び巧れている。アルコールをかし湿した巧で拭 
き取る。 
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症状 原因と対応のしかた 


録音びできない 各機器び正しく接続されているか確認する（6、7ページ)。 

入力切り換え用のボタン（または本体の INPUT 
SELECTOR つまみ）で録音したい機器を選ぶ（10、12 
ぺージ）。 


リモコン 


症が 原因と対応のしかた 

U モコンで操作でをない 本体のリモコン受光部に向けて操作する。 

U モコンと本体の間にある障害物を取0除く。 

4 U モコンのボタン電池を交換する。 

U モコンで正しい入力を選んだか確認する。 

ソこ一製 CD プレーヤーの U モコン.コマンドモードを CD 1 
に設定する （12 ページ)。 


エラーメッセージー覧 

本機び正しく動作していないとさ、表示窓にチェックコードが表示されます。表示によって、本 
機の状態がわかるよラになっています。政下の表をご覧になり、表示に合った対応をしてくださ 
い。2、3度くり返しても正常に戻らないときは、ソこーサービス窓□にご相談ください。 


チ エツ クコード 

原因と対応のしかた 


CHECK CODE 11 

スピーカー出力に異常な電流が流れています。本機の電源を切 
り、スピーカーコードの芯線が、本機または他のスピーカーに 
触れていないか、接続を確認してください。 

ホ 

を 

CHECK CODE 12 

アンプ部が熱くなっています。天板の上がふさがれていません 


か。本機の電源を切り、しば5<放置してか5再度電源を入れ 
て < ださい。 

CHECK CODE 14 

本機の電源を切り、スピーカーコードの芯線び、本機または他 
のスピーカーに触れていないか、接続を確認してください。 


CHECK CODE 21 

本機の電源を切り、スピーカーコードの接続を確認してか5再 
度電源を入れてください。 
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巧証書とアフター 
サービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際、お買い上げ店でお受 
け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保をしてください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より "1 年間で 
す。 


ご相談になるときは次のことをお知 S 
せ < ださい。 

• 型名： TA - F 501 
. 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


アフターサービス 


調子が悪いとをはまずチ王ックを 

この説明書をわラ1度ご覧になってお調べく 
ださい。 

それでも具合の悪いとさはヴービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談 
窓口のご案内」にあるおお<のソニーヴービ 
ス窓口にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保註書の記載内容に基づいて修理させていた 
ださます。詳しくは保註書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要 
望により有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではステレオの補修用性能部品（製品の 
機能を維持するために必要な部品）を、製造 
打ち切り後8年間イ呆有しています。この部品 
保有期間を修理可能の期間とさせていたださ 
ます。保有期間び経過した後ち、故障箇所に 
よっては修 S 可能の場合びあ0ますので、お 
買い上げ店か、サービス窓□にご相談<ださ 
い。 

部品の交換について 

この製品では、修理のために部品を交換する 
際に、旧部品を回収させていただく場合びあ 
ります。あらかじめご了承<ださい。 
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主な仕様 


仕様およびが観は、改良のため、予告なく変 
要することびありますが、ご了承ください。 


アンプ部 

実用最大出力 

ステレオモード： 

(6 0、 J 曰 TA ) 

75 W +75 W 

スピーカー適をインピーダンス 

6 0またはそれ^^(上 
高調波ひずみ率 

日.1日％ 1 U 下 
20 Hz -20 kHz 
(6 0負荷） 

己日 W +50 W 

周波数特性 

パワーアンププ□ック： 

10 Hz -40 kHz ±3 dB (8 n 時） 
入力（アナ□グ） 

PHONO : 

入力感度： 2.5 mV 
入カインピーダンス：日0 kQ 
S/N 比： 86 d 巨 

(Input short 、 20 kHz LPF > A 
ネットワーク） 

TUNER 、 SA - CD / CD、TAPE : 
入力感度:150 mV 
入カインピーダンス： 5日 kQ 
S/N 比： 96 d 巨 

(Input short 、 20 kHz LPF、A 
ネットワーク） 

出力（アナ□グ） 

TAPE : 

出力：150 mV 
出カインピーダンス：1 kQ 
入力（デジタル） 

DIGITAL 1/2/3 : 




主なプ U ント配線板に八□ゲン 
系難燃剤を使用していません 
フルデジタルアンプ S-Master 
搭載によりアンプブ〇ックの電 
力効率を8日％ 上に改善 


本機は rj に C 61000-3-2」適合品です。 


電源、その他 

電源 
消費電力 
最大が形寸法 


質量 

付属品 


入カインピーダンス： 75 Q 
S / N 比： 96 d 目 

(20 kHz LPF 、 A ネットワーク） 
DIGITAL 4 ： 

S/N 比： 96 d 目 

(20 kHz LPF 、 A ネットワーク） 

3 

AC 100 V . 50/60 Hz 
60 W 

280 x 111 X 286 mm 

(幡さ/奥巧さ、最大突起部を含 

む） 

約 4.6 kg 
電源コード （1) 

キヤ I 」ブ レーシヨ ンマイク□フォ 

ン： ECM - AC 1(1) 

取扱説明書（本書） （1) 

U モートコマンダー: 

RM - AAU 012 (1) 

ソニーサービス 窓□-ご相談窓□の 
ご案内 （1) 

安全のために （1) 

保話書 （1) 


■ホさな 
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索引 


PHONES 端子10 
TONE 10 
VOLUME 10、12 
ふ SIGNAL GND 端モ6、 11 


さ巧 

自動音場補正13 

スーパーオーディオ CD プレーヤー6、7 
スピーカー己 

ソこ一製 CD プレーヤーの操作ボタン12 


た巧 

地上波デジタルチューナー7 
電源コード8 


は巧 

ビデオデッキ6 
表ホ;窓10 
ヘッドホン1日 


ま巧 

— IL — 

Auto Calibration ^^— ZL — 15 
System Settings >< ニユー 17 

6 巧 

U セット18 
U モコン12 
準備する8 


A-Z 

BALANCE 12 
BS デジタルチューナ ー 7 
CD プレーヤ ー 6、7 
CS デジタルチューナー7 
DAT デッキ7 

DVD プレーヤ ー/ DVD レコーダ ー 7 
INPUT SELECTOR 10 
LOUDNESS 12 
MD デッキ7 
MUTING 10、 12 


あ巧 

エラーメッセージ21 

か巧 

カセツトデッキ6 
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